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　連合愛知青年委員会は９月９日、Reception House

名古屋逓信会館において、各構成組織から若年層組合

員等８４名の参加を得て「２００９ユース・フォーラム」を開

催した。このユース・フォーラムは、若年層組合員が連

合愛知及び連合愛知青年委員会の諸活動に対する理解

を深めるとともに、構成組織を超えた若年層組合員に

よる交流の促進、さらには、幅広い視野をもった次代を

担う人材の育成を図ることを目的として開催している。

　冒頭、度会事務局長のあいさつに引き続き、青年

委員会の小寺事務局長が、１万人総決起集会やふれ

あいフェスティバル、ECOとやろう！キャンペーンな

ど、２００９年度の主な活動について報告を行った。

続いて、コミュニケーションアドバイザーの河内理

惠氏から「チーム力アップのためのコミュニケーシ

ョンスキルを学ぶ」と題した講演をいただいた。講

演には、参加者同士でペアを組んで相手の話を傾聴し

たり、チェックシートを活用して自分のコミュニケーショ

ンタイプを診断したりするなどの活動も盛り込まれて

おり、参加者は楽しみながらコミュニケーションスキル

を学ぶことができた。事後のアンケートには、「自分が

変わるきっかけをもらえた」「さまざまな職種の方々と

出会うことができてよかった」といった感想が多く見ら

れた。

▲楽しみながらコミュニケーションスキルを学ぶ



 

　連合愛知は９月１９日、愛知県芸術劇場コンサートホー

ルにおいて、第１８回目となる連合愛知クラシックコンサ

ート「名フィルと共に」を開催した。地域文化の振興を

図るとともに組合員等が文化活動に親しむ機会の提供

を目的として開催しているこのコンサートには、構成組

織組合員とその家族を中心とする、１，４５９名の参加があ

った。

　本年度は、「日本・ドナウ交流年２００９」を記念し、ソリ

ストにゲオルギ・シャシコフと崎村潤子を迎え、「美しき

青きドナウ」をテーマにコンサートが行われた。参加者は、

モーツァルトのファゴット協奏曲変ロ長調やヨハン・シュ

トラウスⅡ世のワルツ「美しく青きドナウ」など、名古屋

フィルハーモニー交響楽団の奏でる美しいハーモニー

に浸り、日ごろの忙しさを忘れてコンサートを満喫した。

▲クラシック音楽を満喫

「２００９平和行動ｉｎ根室」に参加した組合員▲

 

　連合は、北方領土問題の早期解決等による日ロ両国

間の平和と友好を求めて、９月１２日～１３日にわたって

「２００９平和行動ｉｎ根室」を開催

した。これを受けて、連合愛知

は三島副会長を団長とする１６

名の団を編成し、この平和行動

に参加した。

　１２日には、北海道立北方四島

交流センターにおいて、「ふる

さと北方四島への思い」「北方

四島の現状」等、各種セミナー

が開催され、参加者は５つある

セミナーのいくつかを受講した。

１３日の「２００９平和ノサップ集会」

では、連合本部・古賀事務局長

などのあいさつや元島民の訴えに続いて、北方四島の

一括返還を求める集会アピールが採択された。参加し

た組合員は、北方四島が日本固有の領土であることを

再認識し、早期返還への想いをいっそう強くした。



石田氏による講演▲　連合愛知は１０月１日、名鉄犬山ホテルにおいて「２００９

地域活動交流研修会」を開催した。地域協議会運動の

強化と地域協議会役員の研修・交流を目的に実施して

いるこの研修会には、神野会長をはじめ、各地域協議会

の代表など３２名が参加した。

　神野会長のあいさつに続いて、衆議院議員石田芳弘

氏による「政権交代と地方主権」と題した講演が行われ

た。講演の中で石田氏は、「脱官僚主導の政治を進めて

いく上での予算編成の重要性」「地方自らが考え、物事

を進めていくことができるような地方議会改革の必要性」

について述べた。その後、各地域協議会から２００９年度

の活動報告、度会事務局長から連合愛知２０１０年度活動

方針（案）についての説明が行われた。

　研修会を通して参加者は、互いの地協における取り

組みについて理解を深めるとともに、地域に根ざした顔

の見える運動を前進させるべく、地域協議会が担うべき

役割について再確認することができた。





【確認事項】
１．当面の日程について

２．連合愛知各種委員会の委員交代について

　　構成組織の事情により、下記のとおり委員を交

　代する。

　　委員会関係

　　 委員会名   構成組織名 　    新             旧

       中小雇用労働委員会 　 ＪＡＭ 　 長谷川浩一 　篠崎敏男

       青年委員会   JＰ労組　 戸谷裕昭　 石田英人

　　　   〃        ＪＲ連合 　石田力也 　中西義忠

　　幹事会関係

　　 幹事会名   構成組織名 　     新             旧

             政治センター幹事会     ＪＡＭ 　 長谷川浩一 　篠崎敏男

　　　   〃       サービス・流通連合   松井正和 　越田弘幸

３．退任役員への功労記念品の贈呈について

４．常任執行委員会の代理者の交代について

　　構成組織の事情により、下記のとおり代理者の

　交代を行う。

　　　構成組織名 　　　  新 　　　　    旧

　　　　ＪＡＭ 　　　玉置　幸哉 　 犬塚　勝也   

５．２００９年度会計決算報告及び会計監査報告について

６．２０１０年度の地協交付金について

７．第２１回定期大会の議事内容及び役割分担・日程

　について

８．組織拡大支援制度に基づく支援金の交付について

９．構成組織の組織拡大について

１０．労働相談センター嘱託専従の継続について

１１．連合愛知シルバー倶楽部「第１９回総会・２００９

　愛知勤労高齢者のつどい」開催について 

　　日　　時：２００９年１１月２５日（水）１３：００～１６：３０

　　場　　所：中京大学文化市民会館「プルニエホール」

１２．政策・制度の実現に向けた街頭宣伝行動の取り

　組みについて

１３．東海ブロックエネルギー関連施設の視察参加に

　ついて

　　日　　時：２００９年１１月５日（金）～６日（金）

１４．第７回「愛・地球博記念の森づくり」ボランティ

　ア募集について

　　日　　時：第１回　２００９年１２月１９日（土）

　　　　　　 第２回　２０１０年  １月２３日（土）

　　　　　　 第３回　２０１０年  ２月１３日（土）

　　場　　所：瀬戸市　海上の森

１５．核兵器廃絶１０００万人署名の取り組みについて

　（１）連合愛知　核兵器１０００万人署名街頭活動

　　日　　時：２００９年１０月２３日（金）１７：３０～１８：３０

　　場　　所：金山総合駅周辺

　　　　　　（金山総合駅南口集合）

　（２）地域協議会による街頭署名活動

　　実施時期：２００９年１１月～１２月

　　実施内容：駅頭を中心に人通りの多い街頭にて、

チラシ・リーフレットを配布しながら

署名を呼びかける。

１６．第３６回「あしながＰウォーク１０」の協力について

１７．第２７回「愛知県勤労者美術展」への協力について

【議　　事】
1．非専従役員の交代について

 　　　　　　　構成組織 　　  新 　　     旧

　　   副会長      ＪＡＭ 　  長谷川浩一　篠崎敏男

　　 執行委員     ＪＡＭ 　  玉置幸哉　 犬塚勝也

　　 会計監査　国公総連　 小林昭則　志賀敏弘

２．２００９年度決算剰余金処分案について

　　２００９年度会計（２００８年９月１日～２００９年８月３１

　日）決算による一般会計剰余金１３６,３２１,０１０円を

　２０１０年度一般会計収入に繰り入れる。

３．登録人員の変更について

４．２０１０年度活動方針（案）について＜活動の基調・

　具体的活動方針＞

５．２０１０年度予算（案）について

▲長谷川副会長
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一宮市長から地協代表へ回答書の受け取り

００９年４月２６日（日）に江南市「草井グランド」に

て尾張西地域メーデーを開催しました。尾張西

地協は、これまで一宮地区連・尾北地区連と個別開催を

行ってきましたが、第８０回を契機に統一メーデーを開

催しました。足元の悪い中、約２,３００名の勤労者が集ま

りメーデーの意義と役割を果たすことができました。

当日は多くの家族連れの方々がお見えになり、有意義

な一日となりました。
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合愛知の要請に基づき、尾張西地協役員と政策

推進議員の協力のもと、９月２８日から各自治体（一

宮、江南、岩倉、犬山、扶桑、大口）との首長懇談会を開

催しました。

　私たち勤労者の集まる連合の政策要望を、より地域

に合ったかたちで各自治体に対して要望し、懇談会では

その要望に対する回答をいただくとともに意見交換を

行ってきました。

　国では政権交代が行われましたが、地方ではまだま

だ私たち勤労者目

線に立った政策の

実現はされていま

せん。わたしたち

連合の目指す政策

実現に向けて、「地

方からも変える」

との意気込みで、

この活動を継続・強化していきたいと考えています。

�

　尾張西地協は、一宮市、江南市、岩倉市、犬山市、扶

桑町、大口町（４市２町）に所在する１０１組合、１７,０５６

人の組合員で構成されています。事務所は全労済一

宮会館の３Ｆにあります。尾張西地協の組合はモノづ

くり産業（繊維・自動車・機械金属）に携わる組織が

多い地協ですが、業種を問わず交流をもち「ほう（報

告）・れん（連絡）・そう（相談）」を欠かさない地協を

目指しています。また、地域に密着した地協活動を

目指して、「安心ネットワーク尾張西地域センター」

を開設していま

す。今後もみな

さまからのご指

導よろしくお願

いいたします。

末助
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い街頭カン

パ活動につ

いては、毎年、

３カ所のスーパー出入口前で行っています。集まった募

金は地域の社会福祉協議会を通じて、地域の困ってい

る方々のために使っていただいています。募金額は多

くはありませんが、募金をしてくださったみなさまの温

かい気持ちと情熱は、地域で困っている方々の心に届

いていると信じています。本年もまた街頭カンパ活動

を行いますので、よろしくお願いいたします。


